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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 22 年 4 月 23 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、平

成 21 年 10 月 23 日の「業績予想の修正に関するお知らせ」にて開示した平成 22 年 3 月期（平成 21 年 4 月 1

日～平成 22 年 3 月 31 日）の業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 通期業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1日 ～ 平成 22 年 3月 31 日） 

（１）【連結】             （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
32,100 1,230 1,280 420 

円 銭

28.88

今回修正予想（Ｂ） 31,800 1,660 1,670 550 37.82

増減額   （Ｂ－Ａ） △300 430 390 130 ―

増減率   （％） △0.9 35.0 30.5 31.0 ―

（ご参考）前期通期 

（平成 21年 3 月期） 
31,673 862 858 178 12.07

 

（２）【個別】             （金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 29,800 980 1,060 350 
円 銭

24.06

今回修正予想（Ｂ） 29,600 1,440 1,450 490 33.69

増減額   （Ｂ－Ａ） △200 460 390 140 ―

増減率   （％） △0.7 46.9 36.8 40.0 ―

（ご参考）前期通期 

（平成 21年 3 月期） 
29,332 830 839 370 25.00

 

２．修正の理由 

売上高は、景気低迷による消費者の生活防衛意識の一層の高まりや、外部環境の急激な変化により年末商

戦後予想以上に伸びず、外部公表値を下回る見通しとなりました。 

利益面では、原材料仕入先の拡大、在庫マネージメントの徹底と同時に、増産体制に対応した設備の導入

による生産性の向上や処方変更に加え、原材料価格の落ち着きなどもあったことにより、外部公表値を大き

く上回る見通しとなりました。 

つきましては、業績予想を上記の通り修正いたします。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の

業績は今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以  上 


